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いては、コントロールとしての無処理のほかに次の４つの処理を行った。なお、調査対象木の平均 DBHは 13.4 cm
であった。処理方法は、（１）地表面から高さ1 m ～1.3 mの幅30 cm、（２）地表面から高さ3 mを幅30 cm、（３）
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側で面積は約 2 haである。標高 3 ～28 mの平坦
な丘陵性の砂丘地で、海岸から 0.5 ～1 km内陸側
に入った場所にある。表土は粒径 0.25 ～1.0 mm
の砂土である。年平均気温 14.9度、年平均降水量
















平均 DBHは 13.4 cmである。巻き枯らし処理方法
は、（１）地表面から高さ 1 m ～1.3 mの幅 30 cm、
（２）地表面から高さ 3 mを幅 30 cm、（３）地表
面から 1.3 mを幅 130 cm、さらに、（４）地表面
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平均 DBHは 13.4 cmである。巻き枯らし処理方法
は、（１）地表面から高さ 1 m ～1.3 mの幅 30 cm、
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心として半径 5 m以内で調査を行った。 

























伐採と地表から 1.3 mを幅 130 cmで巻き枯らし
図 2 巻き枯らしの３つの方法. （左）高さ 3 mか
ら幅 30 cm、（中）地表面から 1.3 mを幅 130 cm、
（右）地表面から高さ 30 cm 
 
図３ 2017年 6月の巻き枯らし木の状態 
表１ 処理方法 
表２ 対象木の DBHと処理方法 
NO. DBH（ｃｍ） 処理方法 場所の目安




































   (%)
① 10 1 10
② 3 0 0
③ 9 4 44
④ 24 4 17
⑤ 6 0 0
表３ 処理による萌芽数と枯死率の違い 












































3 6 9.5 ② 50 20 横51 50 36.1
30 5.4 10.9 ②
11 11.6 10.5 ②
17 9 17 ②




























12 6 9.5 ① 117 33.1 株14
16 10.8 14.4 ①





















51 115 横131 51 170.2
52 43 横178 52 87.6
53 18 横480 53 27.3
54 10 横460 54 16





15 4.5 8.2 ③ 116 90.5 株12.5
57 45 株9 57 115.1
59 16 株17 59 58.5
60 13 株25 60 死
61 22 株24 61 65.3
62 11 株1 62 38.3
63 4 株13 63 死
118 6 株12.2
18 8.5 17.2 ③
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5 9.1 15.7 ④ 112 59.8 横208.9
55 27 株１ 55 160
56 19 株１ 56 92.5
64 38 横36 64 75.8
65 62 株21 65 225
66 27 株2 66 76.5
67 4 株2 67 37
68 7 株21 68 36
69 24 株11 69 160






72 36 株1 72 86.5
73 48 株29 73 135
74 61 株28 74 125.5
75 47 株19 75 40.7（折）
76 49 株19 76 20.3（折）
77 18 株15 77 死
78 22 株15 78 死





























28 14.7 15 ⑤
13 8.8 13 ⑤
8 5.9 6.5 ⑤
20 10.5 17.3 ⑤
80 10.7 横420 80 29.1
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① 8.74 14.94 - - - 67.92 60 50 58.11 60 50
② 8.74 12.70 20.00 10 100 20.00 10 100 19.10 40 33
③ 7.72 13.64 27.83 80 42 73.36 80 83 88.56 80 83
④ 8.59 12.68 29.62 80 6 76.42 100 30 78.87 100 30
⑤ 9.16 12.72 15.75 20 100 22.82 20 100 44.22 20 100
処理後経過時間
1ヶ月後調査 2ヶ月半後調査 3ヶ月後調査
表５ 処理の違いによる萌芽発生率と根萌芽の割合 
ニセアカシアに対する巻き枯らしの影響32
